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OpenSimの IT Band Model（腸脛靭帯モデル）に入力し，動作中の腸脛靭帯の長さを算出した。
緊張度は，Miller ら（2007）の方法にしたがい，腸脛靭帯の相対的長さの増減により評価し
た。その結果，ランニング 1 周期内に 4 回の圧迫がみられること及び 4 回の圧迫局面のうち
離地前後の 2局面で緊張が有意に高いことを明らかにした。 
第 4 章では，ランニング速度を低速と高速の 2 段階として緊張度への影響を検討した。下








































備考  要旨は，1,500字以内とする｡ 
 
